
令和3年10月

能勢町教育委員会

１．調査の目的

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２．調査実施日　令和3年　5月27日（木）

３．調査対象　　能勢町立能勢小学校　第6学年

　　　　　　　　能勢町立能勢中学校　第3学年

４．調査事項及び内容

　(1)　教科に関する調査　  

　 小学校第6学年：「国語」「算数」

中学校第3学年：「国語」「数学」

　(2)　生活習慣や学習環境に関する質問紙調査

５．能勢町の参加状況

　　　　小学校1校　実施児童数　46名　　　中学校1校　実施生徒数　69名

６．公表に当たって

（案）
令和3年度　全国学力・学習状況調査

能勢町の結果概要について

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把
　握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○本町は公立小学校１校、公立中学校１校であるため、学力における調査結果の明確な数値による
　公表は、学校単位の公表となるため非公表とする。

○本調査により測定できるのは、学力や学習状況、生活状況の特定の一部であることに留意する必
　要がある。
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７．調査結果概要

①平均正答率の府・国との比較  

※大阪府比・全国比は、±５ポイント未満は「同等」、５ポイント以上上回る場合は「上回る」、

５ポイント以上下回る場合は「課題がある」と表記

区　分

教　科 国　語 算　数

大阪府比 課題がある 課題がある

全 国 比 課題がある 課題がある

区　分

教　科 国　語 数　学

大阪府比 同　等 同　等

全 国 比 同　等 同　等

②平均正答率の国との比較

※全国の平均正答率を１としたときの本町各教科平均正答率の推移

・小学校　算数A（実線）・B（破線）経年変化

小     　　学　     　校

　令和元年度より、国語、算数、数学においてA・Bの区分がなくなったため、A・Bそれぞれから
の推移を標記した。

・小学校　国語A（実線）・B（破線）経年変化

中　　     学　     　校

小学校

○国語・算数におい

て全国平均正答率に

達していない。

○令和元年度に比

べ、国語・算数とも

に全国との差が開い

ている。原因につい

て、課題の分析、2学

期以降の指導の手立

てが必要である。
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・中学校　国語A（実線）・B（破線）経年変化

・中学校　数学A（実線）・B（破線） 経年変化

中学校

○国語において全国

平均正答率に達して

いない。

○数学においては令

和元年度まで下降傾

向が続いていたが、

今年度は全国平均正

答率に近い値となっ

ている。
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③国語における学習指導要領の領域等別平均正答率(％)と問題形式別正答率（％）

【　　；能勢、　　　　；全国　】

・小学校　国語

・中学校　国語

○小学校・国語、中学校・国語ともに、全ての領域において、全国を下回ってい

る。

○小学校・国語において「読むこと」の正答率が全国を大きく下回っている。令

和元年度は全国平均を上回っていた項目である。

○中学校・国語において、同様に「読むこと」の正答率が、他の項目より低く

なっている。

○｢読むこと」について、本町の課題であると考えられる。

○小学校において短答式・記述式、中学校において記述式の正答率が全国を大き

く下回っていることから、自分の考えを表現したり、まとめたりすることに課題

があると考えられる。
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④算数・数学における学習指導要領の領域等別平均正答率(％)と問題形式別正答率（％）

【　　；能勢、　　　　；全国　】

・小学校　算数

・中学校　数学
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○算数においては、全ての領域及び問題形式において全国平均正答率を下回って

いる。

○数学の「関数」及び「資料の活用」の領域で、全国を上回っている。

○算数・数学において、短答式、記述式の正答率が全国より下回っている。国語

同様、自分の考えを表現したり、まとめたりすることに課題があると考えられ

る。
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⑤同一集団比較（全国を１として比較） 能勢町・Ａ区分

※現中学校3年生が小学校６年生時点での結果との比較 能勢町・Ｂ区分

・国語 大阪府・Ａ区分

大阪府・Ｂ区分

・算数、数学

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

Ｈ30 Ｒ3

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

Ｈ30 Ｒ3

1.00

1.00

1.00

○国語において全国平均・大阪府平均を下回っており、課題が見られる。

○数学において伸びが見られ、大阪府平均と同等となっているが、全国平均

には及んでいない。
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⑥児童・生徒質問紙における平均回答率の国との比較（経年）

※全国を１としたときの平均回答率を算出して比較

（１） 朝食を毎日食べる

・小学生 ・中学生

・小学生 ・中学生

（３）家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

・小学生 ・中学生

（２）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たり３０分未満の勉強時間の割合
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○令和元年度に比べ、小学生において増加しているが、全国の割合よりも依然とし

て低い。

○小中学生ともに全国平均回答率よりも高い。令和元年度よりも更に増加してい

る。

○小中学生ともに令和元年度より減少し、全国を下回っている。

7



（４）今住んでいる地域の行事に参加していますか。

・小学生 ・中学生

（５）いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。

・小学生 ・中学生

（６）「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、読書を

　しますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）」の質問に対し、「まったく読まない」

　と答えた割合

・小学生 ・中学生
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○全国平均回答率より高い状態が続いており、積極的に地域の行事へ参加している

ことがうかがえる。

○小学生において全国を上回っているが、中学生において大きく減少している。

○いじめに対する取組や声掛け、集団作りが必要であると思われる。

○中学生において令和元年度より、本を読む子どもが増加したと思われる。

○小中学生ともに、全国よりも高い割合である。
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８．まとめ

【教科に関する調査について】

　校種（小学校・中学校）・教科にかかわらず、資料（多くの情報）から必要な情報を抜き出し

（読み取り）、条件に合わせて書く（まとめる）力に課題が残る。近年の学力テストで求められて

いる力であり、本町で課題として挙げられる力でもある。今年度も引き続き、全体の大きな課題と

して挙げられている。

　対策として、2つのことを行っていく。

　まず、小学校・中学校ともに、共通のテーマとして『読むこと』に領域を絞り、研究を進めてい

く。学識経験者を招き、授業法について学び、実践を重ねていくとともに、次年度の義務教育学校

への移行に向けて、小学校と中学校の連携を深め、共通の課題である『読むこと』について、効果

的な授業改善を行う。

　２つ目は、小学校においては朝学習やモジュールの時間、中学校においては単元末やテスト前

に、それぞれ課題として挙げられている必要な情報を読み取る問題に繰り返し取り組んでいく。中

学校において、課題のある問題に繰り返し取り組むことで、今年度数学のポイントに上昇が見られ

た。中学校の効果的な取組を小学校でも実践していく。

　さらに中学校において、定期テストに積極的に記述問題を取り入れていく。

　以上のことに取り組み、本町の課題の解消に向け努めていく。

【生活習慣や学習環境に関する質問紙調査】

　今年度、小学校において、『自分には良いところがある』という調査で初めて全国平均を上回っ

た。以前より取り組んでいる肯定的評価活動等、日頃からの自己肯定感を上げる取組の成果が表れ

てきたと考えられる。中学校においても引き続き、児童生徒が自信を持ち、様々なことに積極的に

チャレンジできるような取組を継続していく。

　一方で、『いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う』で中学校において、課題が残

る結果となっている。小学校・中学校において、本町がこれまで大切にしてきた人権教育の更なる

充実を図っていく。

　また、近年本町の課題として挙げられている家庭学習においても、引き続き課題が残る。小学

校・中学校それぞれで自主学習についての取組を進めているが、まだ浸透しているとは言えない。

本町の児童生徒の家庭学習の意欲を上げる方法については、ICTの活用等、今後も検討していかな

ければならない。
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９．学校による結果分析 

≪能勢小学校≫ 

【国語】 

① 正答:２四／ 

（正答例） 

面ファスナーはしっかりとくっつきかん単にはがせることから、物がうかぶ国際うちゅうステーショ

ンの中で、身の回りの全ての物の固定に使われている。（70字） 

② 平均正答率 及び 無回答率 

●平均正答率                         ●無解答率 

能勢小学校 【   ９．５  】％               能勢小学校 【  ４．８  】％ 

大阪府    【  26.8  】％               大阪府    【  ５．８  】％ 

全国       【  29.7  】％               全国      【  ５．５  】％

③ 課題のある問題 

問題 

番号
問 題 内 容（問 題 文） 

２

四
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課題解決に向けて（具体的な指導方法）

・条件をつけて自分の考えなどを書かせる機会を持つ。（例：〇〇という言葉を使って、今日の授業で 

 わかったことを書きましょう。□□文字以上で書きましょう。） 

・読みときプリント（文意をつかむ）に取り組ませる。 

④ 学年の傾向 

・全体的に無解答は少なかった。何かしら書こうとする意欲は見られた。 

・文章表記で回答する問題は、字数の条件は満たしているが、その他の条件を満たしていないことが

多かった。

⑤ ③④の課題・傾向を受けた具体的な改善策 

・資料から必要な情報を抜き出し、条件に合わせて文章で答える問題に慣れる必要がある。朝学習や

モジュールの時間を使って類似問題に取り組む。 
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≪能勢小学校≫ 

【算数】 

① 正答：２(３)／ 

（正答例） 

 ＜求め方＞ 

 辺 BC を底辺としたとき、高さは、6×2＝12 で、12cm です。 

 平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、5×12＝60 で、60  です。

 ＜平行四辺形の面積＞ 

 60  

② 平均正答率 及び 無回答率 

 ●平均正答率                  ●無解答率 

能勢小学校【  ２６．２  】％          能勢小学校 【  ９．５  】％ 

大阪府  【  ４５．８  】％          大阪府   【  ４．１  】％ 

全国   【  ６１．８  】％          全国    【  ４．６  】％ 

③ 課題のある問題 

問題 

番号
問 題 内 容（問 題 文） 

２ 

（３） 
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課題解決に向けて（具体的な指導方法）

児童が以下の学習をしたり、力を養えたりする授業を実施する。 

・時間内に読み切り、理解し、解答するスキルをつける。 

・図形の具体的な操作活動をする。 

・いろいろな図形の性質を復習する。 

・情報が多いときに必要な情報を取り出す(捨てる)機会を持つ。 

・言葉と数を使って記述する問題を解く経験を積む。

④ 学年の傾向 

 過去問を授業で取り組んだときは、記述問題もほとんどの児童ができていた。１問目は、１つずつ

の情報を一緒に確認しながら、２問目以降は個々で取り組んだ。しかし、テスト本番は記述問題の無

記入が見受けられた。問題文が長く情報を読み取れていなかったり、問われていることが分かってい

なかったりするようである。また、解答に直接関係のない数字や情報に惑わされている児童もいた。

⑤ ③④の課題・傾向を受けた具体的な改善策 

６年生において、授業導入時にスキルアップ時間（２分間の基礎学力強化時間）を設けている。その

時間を使って、類似問題や復習の必要な単元の問題に取り組む。 
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 能勢小学校 

【児童質問紙】 

○課題が見られる質問１ 

○割合                      

能勢小学校【 64.３ 】％ 

大阪府   【 75.4 】％ 

全国     【 75.4 】％ 

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

【児童質問紙】 

○課題が見られる質問２ 

○割合                      

能勢小学校【 ３３.３ 】％ 

大阪府   【 2１.３ 】％ 

全国     【 １３.０ 】％ 

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

（１2）人の役に立つ人間になりたいと思う 

強肯定で考えると、１０ ポイントほどの差となるが、弱肯定を含んだ数値で考えると２ポイントほどの差

となる。「（１０）人が困っているときは、進んで助けていますか」の強肯定が全国平均を上回っていること

より、人のためになりたいという思いは持っているが、具体的なイメージを持てていないのが、この結果

に表れていると考えられる。 

 上記分析より、概ね人のためになりたいという思いを持てていることより、本町の大切にしてきている

人権学習の取組を継続し、肯定評価活動等、児童生徒が自信を持てるようになる取組を通して、周りにい

る人たちのことに更に目を向けていけるようにしていく。 

あてはまると答えた割合 

（１8）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

前回に引き続き、課題となった項目である。２時間以上学習している児童の割合は、全国と比べて３ポ

イントほど低い数値に収まっていることより、二極化していると考えられる。 

 前回の分析より宿題をする習慣はついているが、そこで終わっている児童が多い。ＩＣＴ を活用すること

で、宿題以外の問題に手軽に触れることができるようになるので、今後 ＩＣＴ を活用した宿題に積極的に

取り組み、児童が主体的に学習できることを目指していく。 

３０分より少ない、まったくしないと答えた割合の合計 
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【児童質問紙】 

○課題が見られる質問３ 

○割合                      

能勢小学校【 2１.4 】％ 

大阪府   【 26.5 】％ 

全国     【 29.8 】％ 

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

（65）新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けること

ができましたか 

 強肯定だけではなく、弱肯定を含めても １０ ポイント以上低い数値となっている。また、「思い出せない」

とした回答も全国や大阪府と比べて高く、学習への意欲という点で課題が感じられる。 

 昨年度の休校期間中は、まとまった課題提示となり、一定の期間までに提出するという形での学習とな

った。進度が児童によりバラバラであり、休校が長期に渡ったため、計画を立てて学習するには難しい状

況であった。また、小学校では、その日の宿題として、次の日に提出するものがほとんどであるため、その

あたりも難しいものであったと考えられる。 

 学習への意欲を高める手段として、ＩＣＴの活用は有効であると考える。決められた範囲＋αの学習がし

やすいのもメリットである。それと同時に、普段の授業でも自分で計画を立てて、学習に取り組めるよう

な授業展開を図り、児童が主体的に学習に向かえるように授業改善を進めていく。 

あてはまると答えた割合 
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≪能勢中学校≫ 

【国語】 

① 正答:３三／（正答例） 

「彼は喟然として大息していう」 「すこぶるおこったようすで背中の毛を逆立てている」 

これに準ずる解答を正答とする。 

② 平均正答率 及び 無解答率 

 ●平均正答率                          ●無解答率 

能勢中学校 【  6１.9  】％                能勢中学校 【  １4.３  】％ 

大阪府    【  68.6  】％                大阪府    【   8.9  】% 

全国      【  7１.０  】％                全国       【   7.３  】％

③ 課題のある問題 

問題 

番号
問 題 内 容（問 題 文） 

３ 

三 
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課題解決に向けて（具体的な指導方法）

【課題】 

全体を通して「読むこと」に関する課題が見られた（「書くこと」にも課題があるものの、それらも

「読むこと」の力の不足に起因している）。その傾向が最も表れたのが３－三の短答式の抜き出し問

題である。本校の正答率が 61.9%に対し、大阪府が 68.6%、全国平均が 71.0%だった。これは、文学的

文章の読解問題としては非常にありきたりな問い方であり、正答となる箇所も直後に位置しているた

め、問題構成上の難易度は高くない。しかし、―線部の「呈出」及び正答箇所の「喟然」は生徒にと

ってなじみのない語であり、これらの単語の意味を捉えきれずに誤答、無回答となったと見られる。

【指導方法】 

上記の課題は、「語彙力」の課題として片づけられないと考えている。一般社会人でも「呈出」や

「喟然」という語を日常的に使うことはない。しかし、漢字の持っている意味や、前後の文脈から妥

当性の高い意味を推測しておおよその意味を察することができる。 

1 学期末の授業アンケートの中でも、「語彙力」に課題を感じている生徒が非常に多いことが分かっ

た。しかし、単純に知っている言葉を増やす活動を行うのではなく、知らない言葉に出会ったときの

意味の推測の仕方に、「読むこと」の力の伸長のヒントがあると考えている。 

④ 学年の傾向 

上記にあるとおり、「読むこと」の課題とそれに起因する「書くこと」の正答率の低さが全体的な課

題と言える。反対に、「話すこと・聞くこと」に関する設問には高い正答率を示しており、コミュニケ

ーションベースに取り組んできた学習内容や技能については一定の定着が見て取れる。 

⑤ ③④の課題・傾向を受けた具体的な改善策 

 文章中の未知のワードとの向き合い方のスキルトレーニング（新聞記事を活用した作文やディスカ

ッションの活動と文章内容の検証）と、定期テストや単元テストにおいて、そういった力を生かして

解くことができる出題を通して検証していきたい。 
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≪能勢中学校≫ 

【数学】 

① 正答：６(２)／ 

（正答例） 

 4(n＋3) 

 n＋3は自然数だから、4(n＋3)は 4の倍数である。 

 したがって、四角で 4つの数を囲むとき、4の数の和はいつでも 

 4 の倍数である。 

② 平均正答率 及び 無解答率 

 ●平均正答率                 ●無解答率 

能勢中学校【  ５２．４  】％          能勢中学校 【  １９．０  】％ 

大阪府  【  ６０．９  】％          大阪府   【  １８．７  】％ 

全国   【  ６１．８  】％            全国    【  １５．４  】％ 

③ 課題のある問題 

問題 

番号
問 題 内 容（問 題 文） 

６

（２） 
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課題解決に向けて（具体的な指導方法）

【課題】 

最も課題のある問題を含め、記述式の問題が本校では課題となっている。 

【指導方法】 

全国学力テスト・チャレンジテスト等の過去問を単元が終わるごとに解かせて、分析をする。 

定期考査に記述式の試験を入れていく。 

 、 に関しての取組は一昨年より実施している。その結果、前年度より数値が本校では上がってい

ると考える。 

④ 学年の傾向 

無回答率が本校は１つの問題以外全て大阪府より高くなっている。解答を書くことができない生徒が

多い傾向がある。わからない問題や自信のない問題に対して、諦めやすくなっている可能性がある。

小テスト等で少しずつ、解答ができる内容を増やしていければと考える。 

⑤ ③④の課題・傾向を受けた具体的な改善策 

上記の 、 に関し、一定の成果があった。しかし、今回の全国学力テストの記述式の問題では正答

率が低かったため、記述式の問題を生徒に解く機会を更に多く持たせる必要がある。 
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【生徒質問紙】                                                                     能勢中学校 

○課題が見られる質問１ 

○割合                      

能勢中学校【 １7.5 】％        全国     【  7.１ 】％ 

大阪府   【  8.8 】％  

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

【生徒質問紙】 

○課題が見られる質問２ 

○割合                      

能勢中学校【 25.4 】％         全国     【  9.9 】％ 

大阪府   【 １4.３ 】％ 

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

（6）自分には、よいところがあると思いますか 

 前回に引き続き課題となった項目である。学習や人間関係につまずきを感じている生徒、集団になじみ

にくい生徒、家庭環境が不安定な生徒等が在籍している。それらの生徒の自己肯定感の低さは課題であ

る。また、自分のよいところがここだと自信をもって答えられない、あるいは自分のよいところがわから

ないという生徒が少なからずいることも考えられる。 

 多様性教育や集団づくりの取組を促進し、進路を自ら切り拓いていける力を育成する。キャリアチャレン

ジデイや先輩の進路に関する話を聞くなど、自分の進路について考えることで、自分や仲間の存在を意識

し、自ら語れる集団を作っていく。 

あてはまらないと答えた割合 

（１8）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

前回に引き続き課題となった項目である。「（１7）家で計画を立てて勉強していますか」の回答で、肯定

的な回答が全国より１０ポイントほど低いことより、学校の授業以外で、計画的に学習しようとしている生

徒自体が少ないと考えられる。 

 昨年度の取組である「ＣＳｎｏｔｅ（自主学習ノート）」「ＡＳｔｉｍｅ（放課後学習）」を継続・定着させ、今年度は

ＩＣＴ を活用した課題設定にも力を入れていく。ＩＣＴ（ｅ ライブラリ等）を活用することで、自主学習・家庭

学習の質・量を向上させていく。 

３０分より少ない、まったくしないと答えた割合の合計 
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【生徒質問紙】 

○課題が見られる質問３ 

○割合                      

能勢中学校【  4.8 】％          全国     【 １１.３ 】％ 

大阪府   【 １１.０ 】％ 

○考えられる課題  

○今後の取組の方向性 

（65）新型コロナウィルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けること

ができましたか 

 （１8）の質問と関連している。計画的に自ら学習しようとする力に課題があると考えられる。「あてはま

らない」と答えた生徒が全国より １０ ポイントほど多いという結果を見ても明らかである。小学校より継

続した本町の課題であると考える。 

 学習意欲の向上がポイントであると考える。家庭学習に限らず、日ごろの授業より学習することが楽し

いと感じる生徒を増やすことが大切である。ペア学習や 4 人一組の班学習の推進、そこに ＩＣＴ 教材を活

用していくことで、生徒が主体的に学習に向かえるよう、授業改善を進める。 

あてはまると答えた割合 
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参考資料 

（問 題） 
小学校 国語・算数 

中学校 国語・数学 
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